
日によって40度を超える地域もあるほど、日本の夏は暑くなっています。100年前に比べ平均気温も

1.1度上昇していると言われ、厳しい夏の暑さは、家の中にいても不快に感じることが多くなりました。

冷房のつけっぱなしで体調を崩したり、光熱費が心配になったり、夜も暑さで寝付けずいつも寝不足

に。そんな夏の住まいで、皆さんのお困りごとはどんなことか、ランキングにまとめてみました。 一般社団法人 全建総連ﾘﾌｫｰﾑ協会会員

公益財団法人 住宅ﾘﾌｫｰﾑ・紛争処理支援ｾﾝﾀｰ

増改築相談員登録

国土交通大臣指定 住宅瑕疵担保責任保険法人

「ﾊｳｽﾌﾟﾗｽ保険」「まもりすまいﾘﾌｫｰﾑ保険」届出業者
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一級建築事務所 宮代町宮東５７０番地

TEL：0480（33）0511 https://daiyu-kk.com/

地元で創業６４年

住まいのことなら住

大きな事から小さな事まで

ぜひ、ご相談下さい！

こんにちは、『だいゆう通信』です。毎日、厳しい暑さが続いておりますが、みなさま

体調は大丈夫でしょうか？体が本格的な暑さに慣れていない時期に、急に体にこたえる暑さの

到来。今年も暑さ対策をしっかりとして熱中症に気を付けていきましょう。

さて、夏にニュースで耳にすることの多い熱中症。実は熱中症は住居で多くおきているのを

ご存じですか？救急搬送される人の数は、去年全国で９万８千人となり、毎年増加しています。

そのうちの約４割は住居で発生しているそうです。特に体温調節機能が十分に発達していない

小さな子どもや、温度変化に対する感覚が弱くなっている高齢者の方は熱中症にかかりやすい

ため、充分に注意が必要です。

そこで今回は、住居の暑さ対策へ参考情報を

いくつかご紹介いたします。

だいゆう
通信

あなたの住まいは大丈夫？まずはチェックしてみましょう。

熱中症セルフチェック

こんな方、こんなお部屋では気づかないうちに熱中症になりやすいので、注意が必要です。

□ トイレが近くなるので水分を控えている

□ エアコンが苦手、または我慢して使わない

□ 喉の渇きをあまり感じなくなった

□ 汗をあまりかかなくなった

□ 外から帰ってくると部屋がとても暑い

□ 暑くてエアコンが効きにくい

□ 寝室が暑くて寝苦しい

1つでもチェックがあると

要注意です！！

業務内容 ◇外構・エクステリア

◇新築住宅設計・施工 ◆その他リフォーム・営繕工事

◆住宅耐震診断・改修工事 ◇省エネ・バリアフリー改修工事

当社は『お客様第一』をモットーに、長くお付き合いして頂けるよう、小回りの利く便利な

工務店として皆様にご利用していただきたいと思っております。

ドアノブの交換から新築まで、建築士で大工経験４５年の担当者がお伺い致します。

【お見積り無料】ですので、お気軽にご相談下さい。

〈夏の住まいの快適生活〉

リフォームで手軽に熱中症対策をすることができます。

お気軽にお問い合わせください！

当社施工現場

ご紹介

〈施工前〉
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〈施工後〉須賀歩道橋

１月より施工しておりました【須賀歩道橋】の改修工事が完了いたしました。ご協力いただき

ました皆様ありがとうございました。お近くを通ることがございましたら、是非ご覧ください。



材料（2人分）：きゅうり 1本、塩蔵わかめ 10ｇ（戻して使う）、梅干し 1個、生姜（すりおろし） 小さじ1/2、

醤油 小さじ1、酢 小さじ1

窓・ドアから外気の熱が流入

風通しが悪いと部屋がムシムシ

断熱性が低いと冷房効率ダウン

窓の外に日よけシェードやオーニングの設置、内窓の設置、断熱改修等

部屋の暑さの原因のひとつが、風通しの悪さ。風通しが悪いと室温が上がりやすく、

空気も循環しづらいので、ムシムシして不快指数もアップ。そんな時にうちわで扇

いだり、扇風機に当たったりすると涼しく感じますね。秒速1mの風が吹き抜ければ、

体感温度は1℃下がるといわれますので「風の通り道」をつくり、風が部屋の中を自

然に流れるような工夫が大切です。

真夏日が続くような季節は、冷房もフル稼働。でも、いくらつけても効きが悪くて室温が下がらない

こともありますよね。直射日光が当たっている窓ガラスに内側から手を当ててみてください。手のひらに

熱を感じるならば、窓ガラスの遮熱、断熱効果の低い証。内窓を付けたり、窓ガラスの交換で解決できる

こともあります。冷房も効くようになり、光熱費も助かりますね。

住宅の中で最も熱の出入りが大きい場所は、窓・ドアなどの開口部。全体の73%

の熱が窓やドアから入ってきており、熱が室内の温度を上昇させるほか、室内熱

中症の原因になります。そのため、窓やドアから入ってくる熱を遮断することが

とても大切です。また体が実際に感じる体感温度と室温は違うため、外からの熱

の影響を少なくする断熱対策も重要です。

窓の外に日よけシェードやオーニングの設置

通風量の多い網戸(クリアネット)に替える

玄関や勝手口ドアを通風タイプに替える

通風雨戸やスリットシャッターに替える等

内窓の設置、窓ガラスの交換、

断熱改修等

窓の内側につけるカーテンやブラインドなどは、対策としてほとんど効果がありません。アルミ建材のメーカーでは、

窓上の外枠に取付するアウターシェードや、店舗の入り口などで見かけるオーニング(住宅用)、窓上からすだれ・

よしず・園芸ネットを取付できるグリーンバーなどを販売しており、当社でも暑くなる前の取付依頼がきております。

国では住宅省エネ2025キャンペーンを行っており、玄関・勝手口ドア交換、内窓の設置、躯体の断熱改修が

補助金の対象になります。

また宮代町では、10年以上経ったエアコンを省エネ基準をクリアしたエアコンに取り替えると

最大で5万円の補助金対象となります。詳しくは当社までご相談お問い合わせください。

原因3

原因2

原因1

解決策

解決策

解決策

何も設置しない場合

カーテンなどを

設置した場合

オーニングを

設置した場合

作り方
①きゅうりは薄切りにし、軽く塩もみをして水気をしぼる。

②わかめは水で戻してざく切りに。

③梅干しは種を取り、たたいてペースト状にする。

④ボウルに梅、生姜、醤油、酢を混ぜ、きゅうりとわかめを和える。

：冷蔵庫で10分ほど寝かせると味がなじんでさらに美味。お箸が止まらない副菜です。

優れた省エネ効果で、エアコン稼働率は３分の１に。

室内側にブラインドやカーテンがあっても、隙間から温められた

空気が流入して室温が上昇してしまい、エアコン稼働率は日よけ

なしの場合の74％にとどまります。オーニングがついた部屋なら、

建物の外側から日差しを遮ることができ、エアコン稼働率は33％

にまで下がります。※窓面積10㎡の場合。

出典：早稲田大学理工学部木村教授研究室

体感温度を最大６℃下げ、夏の住まいをより快適に。

日射と赤外放射を大幅にカットし、オーニングの下の体感温度は

日なたと比べると最大６℃下がります。

※実験地：埼玉桶川試験場にて９月に測定（気温30℃）。

試験測定値であり、保証値ではありません。

【お見積り無料】ですので、お気軽にご相談下さい。

〈きゅうりとわかめの梅生姜和え〉

ポイント

優れた遮熱性で室温上昇を抑えてローエネ暮らし。

夏場に室内に流入する熱の７割は窓から。アウタシェードは日差しを窓の外で８割以上

カット（スタンダードタイプの場合）することで熱の流入を遮り、エアコンなどの電気代

を抑える効果も期待できます。

スリットシャッター

通風タイプ玄関

梅雨はまさに「湿邪（しつじゃ）」と呼ばれる東洋医学的な不調の季節。湿気の多い環境に

より、体内にも余分な水分がたまりやすくなり、消化不良やむくみ、だるさなどを引き起こします。

こうした時期こそ、毎日の食事に少し気を配ることで、体の巡りを整え、梅雨の不快感を軽減

できるよう、梅雨時期に積極的に取り入れたい食材での、おいしくて簡単なレシピのご紹介です。

「 梅雨時期に食べたい おすすめ食材のレシピ 」


